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物損事故・対策案経過チェックシート



物損事故・対策案経過シート

【物損事故・対策案経過シートとは】

• 事故が起きた時に教訓とすることを目的としたチェックシート

弊社では人身事故を防ぐ事を目的とした「リスクアセスメントシート」を活用していた。安全活動を会社で進めていく上でそれと同様

の物損事故に対して使用できる記入シートが、必要でないかと意見が挙がり、シートの作成を始めた。

【シートが生み出す“見える化”】

• 物損事故例をシートに記入し、原因の洗い出しを行い状況を「見える化」する。

• 洗い出した原因に対しての対策案をシートに記入し、原因と対策の比較を「見える化」する。

• シートの対策案経過欄を記入し、経過を追うことで対策案が良か否かを「見える化」する。

• 対策案経過記入期間(3ヶ月)は現場に掲示し、管理者だけでなく現場の作業者にも、原因の「見える化」を

情報として浸透させる。
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物損事故・対策案経過シート

【目的】

リスクアセスメントに関するバードの法則(ハインリッヒの法則)(1件の重大事故には、10件の傷害事故・30件の物損・

600件のヒヤリハットが発生しているという考え。右下に詳細図あり。)を基に、死亡・傷害事故を未然に防ぐため、

その前段階に当てはまる、「物損事故」を減少させようという目標を立てた。

そこで発生した事故や過去の事例から、2点を中心に「見える化」を図った。

• 事故はどのような「理由」により起きてしまったのか。どのような「側面(環境や行動面など)」が事故の背景に存在したか。

⇒原因の洗い出し状況を「見える化」させたいと考えた。

• 実施した対策案が「数カ月経って効果が表れているか」、

期間中「変更を行ったか」など、経過の「見える化」を図ることで、

事故を振り返るきっかけとなり、注意をする意識が働くと考え、

シート内に組み込んだ。
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【バードの法則・（ハインリッヒの法則）】
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【物損事故・対策案経過シート】
4ページ目 赤枠部分解説

①状況分析
②原因分析仕分け(管理・行動・
環境の3面で検討する)
③対策案経過状況チェック部分
(3ヶ月間での状況変化の記入欄)

5ページ目 赤枠部分解説
(なぜなぜ分析用シート)

①発生・流失で原因分析
②4M+1E(人・機械・方法・材料・
環境)の考え方による事故原因一
例集
③原因・対策のまとめ欄

5


